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研究成果の概要（和文）：社会調査での世帯単位でのミクロデータの収集とそれのパネル化を中心に、エジプトとヨル
ダンを中心としたアラブ諸国が現在直面している社会経済問題を多角的かつ実証的に明らかにするための基礎データ・
情報を収集し、そのデータベース化を計った。なかでも、世帯単位のマクロデータのパネル化を重視し、そのために、
過去に世帯調査を行った村や町において追跡世帯調査を実施した。現在、それらのデータ・情報の解析を進め、その成
果の一部はすでに学会報告や学術雑誌への投稿などで公表しているが、その結果、世帯を静学的な経済行動において分
析するほか、異時点間の変動の解明によって動学的に分析する基礎が築かれた。

研究成果の概要（英文）：The main aim of this project is to construct a database for the empirical study on
 the social economy in the Arab countries; especially Egypt and Jordan that are now facing severe social a
nd economic problems.  For this aim, the project focused on collecting and panelizing household-based micr
o data obtained by conducting social surveys at the smallest unit of administration: village and towns. Th
e panel data are constructed by repeating the survey of the households concerned after several years, and 
used for analyzing the social and economic changes at household level.  This method is effective to clarif
y not only the static economic actions of the heads of the households concerned; patterns of consumption, 
saving, employment and so on, but also the dynamics of the changes in economic life, life cycle and so on.
  Some parts of the research results has already been published based on the collected household-based mic
ro data.
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１．研究開始当初の背景 
（１）これまでのアラブ世界の社会経済に関
する地域研究は, 法令を含む記述資料に基
づく制度分析が中心であった。これに対して, 
統計に基づく定量的, ならびに社会調査に
基づく定性的な実証研究は大きく後れを取
っていた。とりわけ日本において, このこと
は顕著である。それは, これまでアラブ諸国
では, 統計的なデータ・情報が不備であった
ほか, 政治的, 軍事的理由から, かかるデ
ータ・情報へのアクセスがきわめて困難であ
ったからである。 
（２）こうした研究環境は今世紀に入って, 
開放経済の進展と情報公開の進展によって
改善されつつある。その結果, 世界銀行など
の国際援助機関を中心に世帯単位でのミク
ロデータが収集され, それに基づく分析が
進展した。しかし, それでも, その分析のほ
とんどは, 政府作成のマクロ経済社会統計
データに基づくものであり, 独自な社会経
済調査によるミクロ統計データの収集とそ
れに基づく分析はきわめて稀であった。そこ
で, 本研究の研究代表者は平成 14 年以来, 
エジプト, ヨルダン, イエメンの三カ国で, 
それぞれの国の統計局と学術協力協定を結
び, 統計局と共同で独自な社会経済調査を
実施, 世帯単位でのミクロ統計データの収
集に努めてきた。 
 
２．研究の目的 
上記研究状況に鑑みて, 本研究では, 平成
14 年以来進めてきたエジプト, ヨルダン, 
イエメンにおける統計局との共同での世帯
単位のミクロデータの収集を継続するとと
もに, 作業をさらに一歩進め, それまでに
収集されたデータのパネル化を計ることを
研究目的とした。と同時に, アラブ諸国の社
会経済状況を多角的かつ実証的に分析する
ために, こうした統計分析のほか, 研究手
法に空間分析を取り入れ, 関連する地理情
報の収集に努めた。 
 
３．研究の方法 
（１）収集された世帯単位でのミクロデータ, 
とりわけそのパネル化による統計分析と, 
統計データを地図の上で視覚化する空間分
析を接合するための手段として GIS（地理情
報システム）に注目した。 
（２）アラブ諸国の社会経済状況を多角的に
分析するために, データ・情報の収集のため
にアラブ諸国の統計局の協力を仰ぎ, 共同
調査を組織するとともに, データ・情報の解
析のために学際的かつ国際的な研究グルー
プを組織した。 
 
４．研究成果 
（１）イエメンについては, 政情不安のため
研究は進捗しなかったが, エジプトとヨル
ダンについては, 初期の期待以上の成果を
上げることができた。 

（２）エジプトとヨルダンで, 統計局の協力
を仰いで, 人口, 社会経済, 中小企業に関
する長期の時系列統計の多くの生データを
入手し, 解析した。そのなかで, 主たる成果
は, 下記の〔雑誌論文〕②④⑦⑯に代表され
るエジプト社会の人口動態・人口移動・失
業・貧困に関する分析であり, 〔雑誌論文〕
⑲⑳に代表されるエジプト中小企業の生産
効率性に関する分析である。 
（３）エジプトでは, 以下のような研究成果
を得た。①少なからぬ発展が観察される七つ
の地方都市（総世帯数 4,000）において世帯
調査を実施した。②平成 14, 15 年に調査し
た 10 の村（6,000 世帯）において, 平成 15
年に調査したカイロの２つの町（1,200 世帯）
において追跡世帯（パネルデータ）調査を実
施した。③平成 15 年に調査した在カイロ同
郷組合員に対する追跡世帯（パネルデータ）
調査（200 世帯）を実施した。④これらの世
帯調査村・町において, 平成 14, 15 年に作
成したデジタル地図を更新するため, 地理
情報関連データを収集した。このなかで, 最
もオリジナリティに富む成果は, 〔雑誌論
文〕⑨⑰に代表される家族・親族の分析, 〔雑
誌論文〕⑥⑩⑱に代表される村落形態の分析, 
〔雑誌論文〕③に代表される大カイロ低所得
地区住民の貧困分析である。これらすべてに
おいて, データ・情報に統計分析と空間分析
が施され, これまでには知られていなかっ
た多くの知見が得られた。 
（４）ヨルダンでは, 以下のような研究成果
を得た。①首都アンマンを除く, 都市部・農
村部を含む地方での世帯調査（世帯数 
4,000）を実施した。②定点観測の拠点とし
て, ヨルダン北西部の山岳地帯にあるカフ
ル・マー村を選び, そこで世帯調査（世帯数
600）を実施した。また, 同時に, 村のデジ
タル地図を作成した。ヨルダンでのデータ・
情報収集の本格的な開始はプロジェクト期
間の後半であったため, 現在, データベー
ス作成は完了したが, その解析には至って
いない。今後, その解析結果は, 順次, 国内
と海外での学会や国際会議での報告・発表や, 
学術雑誌などでの論文執筆によって公表す
る予定である。 
（５）本研究の経過中の 2010 年末から 2011
年にかけて, アラブ民衆の民主化運動であ
る「アラブの春」が起きた。そこで, 本研究
の後半では, 「アラブの春」とりわけエジプ
ト革命の社会経済的背景の解明に全力を尽
くしたが, その一環として, 2010 年, 2011
年, 2012年にエジプト国民に対する意識調査
（サンプル数はそれぞれ 1,500, 900, 1,500）
と革命に関連して青年たちにフォーカスグ
ループによる調査を実施した。その分析結果
は①⑧⑪⑮などによって発表されたが, そ
れらを総合したのが, 〔図書〕の①加藤博・
岩崎えり奈『現代アラブ社会－「アラブの春」
とエジプト社会』（東洋経済新報社, 2013 年）
である。 
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